
湖美来基金は、水環境保全活動を支援しています。

「次代に残そう紺碧の猪苗代湖、清らかな青い湖 裏磐梯」

「桜つつみの春」
 鈴木彦三さん（福島市）　撮影場所：猪苗代川桁八幡の溜池

第１7回猪苗代湖・裏磐梯湖沼

フォトコンテスト入賞作品
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最優秀賞

発行／猪苗代湖・裏磐梯湖沼水環境保全対策推進協議会
住所／福島市杉妻町２番１６号（事務局  福島県生活環境部 水・大気環境課）

TEL.０２４-５２１-７２５８  FAX.024-521-７９２７
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第17回猪苗代湖・裏磐梯湖沼フォトコンテスト入賞作品

 　猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群の美しい自然と良好な水環境について、多くの方々に関心
と理解を深めてもらい、水環境保全の意識高揚を図ることを目的に、第１７回となるフォトコ
ンテストを開催し、２５６点の作品応募がありました。厳正なる審査の結果、表紙の最優秀
賞作品の他１４作品が入賞しました。(４ページに審査委員長による審査講評を掲載 )

「初冬光彩」佐藤健司さん（会津若松市）
撮影場所：裏磐梯中瀬沼

「山紫水明」矢舘実也さん（伊達市）
撮影場所：猪苗代湖

「裏磐梯を見守る銅沼」涌井弘亘さん（福島市）
撮影場所：裏磐梯銅沼

「湖底のざわめき」林　恭子さん（郡山市）
撮影場所：桧原湖

「ミソハギ咲く湖畔」古関喜典さん（福島市）
撮影場所：桧原湖

「朝霧の湖」大島市郎さん（会津若松市）
撮影場所：秋元湖

審 査 会

優秀賞

入　選

湖美来通信 NO.32 2



＊当コンテスト入賞作品をご使用の場合は、協議会への事前申請が
必要となります。また、写真展開催のご希望も承ります。詳しく
は、事務局（福島県水 ･大気環境課　TEL024-521-7258）まで
お気軽にお問い合わせください。

このほかにも、１月～３月上旬にかけて、会津若松市、郡山市、北塩原村、猪苗代
町、三春町（コミュタン福島）で展示しました。
また、協議会ホームページにも掲載されています。ぜひご覧ください。

HP　https://mizu-mirai.jp

■作品募集期間：令和元年８月１日㈭～９月３０日㈪
■募集テーマ：

・ 猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群流域内の湖沼（河川）の風
景や水辺の動植物など豊かな水環境を表現したもの

・ 暮らしの中で、猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群流域内
の湖沼（河川）と人との関わりを表現したもの11/22　フォーラム

猪苗代町体験交流館「学びいな」
12/16～12/26
福島県庁（福島市）

猪苗代湖・裏磐梯湖沼フォトコンテスト入賞作品巡回展示

湖美来 検索

「星の見え始めた夕べ」
野田利勝さん（福島市）

撮影場所：桧原湖

「銅き沼」
笠原寿一さん（福島市）

撮影場所：猪苗代湖

「静寂の夜明け」
亀岡芳雄さん（会津若松市）

撮影場所：小野川湖

「暮色の中で」
工藤俊さん（郡山市）

撮影場所： 猪苗代湖

「白鳥飛来」
半澤敏昭さん（郡山市）

撮影場所：猪苗代湖秋山浜

「小さな航海」
後藤東吾さん（福島市）

撮影場所：猪苗代湖舘浜

「
秋
彩
の
中
津
川
」
千
原
武
和
さ
ん
（
郡
山
市
）

撮
影
場
所
：
中
津
川
渓
谷

「
凛
と
し
て
」
藤
田
一
成
さ
ん
（
郡
山
市
）

撮
影
場
所
：
桧
原
湖

湖美来クラブ特別賞

佳　作

湖美来通信 NO.323



4

　

第
17
回
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
の
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
主
催
者
を
含
む
審
査
員
５

名
の
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
ご
案
内
の

方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
鈴
木
彦
三
さ
ん
の
作
品
は
、

川
桁
の
桜
つ
つ
み
の
春
。
水
面
の
揺
ら
ぎ

と
水
の
清
ら
か
さ
を
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
表
現

し
ま
し
た
。
背
景
の
磐
梯
山
の
残
雪
と
の

組
み
合
わ
せ
が
見
事
で
す
。

　

優
秀
賞
の
古
関
喜
典
さ
ん
の
作
品
は
、

裏
磐
梯
と
桧
原
湖
を
背
景
に
し
た
ミ
ソ
ハ

ギ
の
細
野
湖
畔
に
、
夏
の
終
わ
り
を
感
じ

さ
せ
る
風
の
動
き
を
作
品
に
込
め
て
い
ま

す
。
同
じ
く
優
秀
賞
の
大
島
市
郎
さ
ん
の

作
品
は
、
秋
の
秋
元
湖
を
高
所
よ
り
俯

瞰
し
、
朝
靄
の
動
き
を
幻
想
的
に
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

入
選
の
佐
藤
健
司
さ
ん
は
、
初
冬
の
中

瀬
沼
の
朝
光
を
柔
ら
か
く
表
現
、
矢
舘

実
也
さ
ん
は
、
磐
梯
山
と
雲
の
動
き
を
広

角
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
表
現
、
涌
井
弘
亘

さ
ん
は
、
今
も
活
動
を
続
け
る
磐
梯
山

と
往
時
の
噴
火
を
物
語
る
銅
沼
の
特
徴

を
表
現
、
林
恭
子
さ
ん
は
、
渇
水
期
に

現
れ
る
桧
原
湖
の
湖
底
を
写
し
、
往
時

を
甦
え
さ
せ
る
一
枚
と
な
って
い
ま
す
。

　

湖
美
来
ク
ラ
ブ
特
別
賞
の
藤
田
一
成
さ

ん
は
、
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
凜
と
し
た
初
冬
の

湖
畔
を
湖
に
映
し
込
み
、
半
澤
敏
昭
さ
ん

は
、
毎
年
迎
え
る
白
鳥
の
飛
来
と
山
湖
の

変
わ
ら
ぬ
自
然
を
表
現
、
後
藤
東
吾
さ

ん
は
、
水
と
人
と
の
共
生
を
笑
顔
いっ
ぱ
い

に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

佳
作
の
野
田
利
勝
さ
ん
は
、
夏
の
桧
原

湖
の
夕
刻
を
一
番
星
で
表
現
、
笠
原
寿

一
さ
ん
は
、
冬
の
猪
苗
代
湖
の
不
思
議
な

現
象
を
、
同
じ
く
、
工
藤
俊
さ
ん
は
、
暮

色
に
染
ま
る
夕
刻
の
湖
一
面
を
広
角
に
表

現
、
千
原
武
和
さ
ん
は
、
秋
の
中
津
川

渓
谷
の
下
流
を
縦
位
置
に
表
現
、
亀
岡

芳
雄
さ
ん
は
、
小
野
川
湖
の
秋
の
夜
明
け

を
幻
想
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
つ
た
な
い
講
評
で
す

が
、
来
年
も
新
た
な
発
見
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

審
査
委
員
長

鴫
原 

明
寿 

氏

（
福
島
県
写
真
連
盟
会
長
）

Photo
   Contest

フォトコンテスト
審査講評

第17回猪苗代湖・裏磐梯湖沼

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環
境
保
全
対
策
推
進
協
議
会

令
和
元
年
度 

下
半
期
活
動
報
告

松
本
零
士
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト 

in 

東
京
北
区

11 2

　

漫
画
家
・
松
本
零

士
さ
ん
の
作
品
を
地

域
お
こ
し
に
生
か
す

全
国
の
団
体
が
集
ま

り
、
情
報
交
換
、
全

国
へ
の
情
報
発
信
、

参
加
団
体
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
松
本
零
士
ワ
ー
ル
ド

サ
ミ
ッ
ト
。
３
回
目
と
な
る
東
京
都
北
区
で

の
開
催
に
、
協
議
会
が
参
加
し
ま
し
た
。

 　

協
議
会
と
松
本
零
士
さ
ん
は
、
湖
美
来

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
水
恋
と
湖
春
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
た

だ
い
た
ご
縁
が
あ

り
、
本
年
度
か

ら
は
湖
美
来
ク
ラ

ブ
応
援
人
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

 　

11
月
２
日
㈯
、

３
日
㈰
に
東
京

都
北
区
の
各
所

で 

〝
松
本
零
士
さ
ん
〟
を
テ
ー
マ
に
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
協
議
会
は
２
日
に

赤
羽
会
館
で
行
わ
れ
た
「
松
本
零
士
講
演

会
・
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

猪
苗
代
湖
や
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
現
状
や
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
水
環
境
保
全
活
動
の
紹

介
と
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
を
投
影

し
な
が
ら
、
猪
苗
代
湖
や
裏
磐
梯
湖
沼
群
の

素
晴
ら
し
い
風

景
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

全
国
か
ら

様
々
な
団
体

が
集
い
、
ま
た

会
場
に
は
多

く
の
松
本
零

士
ファ
ン
が
つ
め

か
け
た
中
、
猪

苗
代
湖
や
裏

磐
梯
湖
沼
群

を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ

い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

湖美来通信 NO.32
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フォトコンテスト入賞者のみなさん

猪苗代湖子ども交流会 2019

　

猪
苗
代
湖
岸
に
漂
着
す
る
水
草
は
、
放
置

す
る
と
腐
敗
し
て
水
質
汚
濁
を
進
行
さ
せ
ま

す
。
当
法
人
は
水
草
が
腐
敗
す
る
前
に
回
収

し
、
堆
肥
と
し
て
有
効
利
用
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
猪
苗
代
湖
天
神
浜
、
松
橋
浜
に

お
い
て
、
９
月
～
11
月
の
間
に
13
回
実
施
し
、

延
べ
1
、8
1
1
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
1
7
3
㎥
の
水
草
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
内
４
大
学

の
水
泳
部
員
に
よ
る
猪
苗
代
湖
遊
泳
の
実
施
、

郡
山
市
立
湖
南
小
学
校
エコ
ク
ラ
ブ
活
動
の

支
援
な
ど
、
猪
苗
代
湖
の
水
環
境
保
全
の
重

要
性
を
次
代
に
伝
え
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

◆
猪
苗
代
湖
北
岸
に
お
け
る
漂
着
水
草

　
回
収
活
動
及
び
水
環
境
体
験
活
動

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

輝
く
猪
苗
代
湖
を
つ
く
る　

　

 

県
民
会
議
（
郡
山
市
）

平
成
30
年
度

「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」

 

湖
美
来
基
金
支
援
事
業
助
成
団
体

 

活
動
紹
介

水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」
湖
美
来
基
金
支
援

事
業
で
も
あ
り
、
影
山
先
生
が
行
っ
て
い
る

特
定
外
来
生
物
・
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
調
査
に

つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
の
雨
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
ほ
ど
天
候
は
回
復

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
５
１
名
の
参
加
の
も
と
、

猪
苗
代
湖
白
鳥
浜
付
近
に
て
、
ヨ
シ
の
刈
り

取
り
と
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
0.6　
ha
の

面
積
を
刈
り
取
り
、
岸
辺
か
ら
美
し
い
猪

苗
代
湖
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

清
掃
後
は
恒
例
の
豚
汁
の
振
る
舞
い
で
温
ま

り
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
町
体
験
交
流
館
「
学
び
い
な
」

に
お
い
て
、
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環

境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
猪
苗
代
町
・
猪
苗
代

湖
環
境
保
全
推
進
連
絡
会
（
会
津
若
松
市
、

郡
山
市
、
猪
苗
代
町
）
主
催
の
「
猪
苗
代

湖
子
ど
も
交
流
会
２
０
１
９
」
と
共
同
開

催
で
行
い
、
県
内
各
地
か
ら
１
２
４
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
第
17
回
猪
苗
代
湖･

裏
磐
梯
湖

沼
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
行
い
、
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
鈴
木
彦
三
さ
ん
を
は
じ
め
、

出
席
さ
れ
た
７
名
の
方
々
に
賞
状
と
副
賞
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
猪
苗
代
湖
子
ど
も
交
流
会

２
０
１
９
が
行
わ
れ
、
猪
苗
代
湖
流
域
の
会

津
若
松
市
立
湊
小
学
校
、
郡
山
市
立
湖
南

小
中
学
校
、
猪
苗
代
町
立
翁
島
小
学
校
が

行
っ
て
い
る
水
環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
３
校
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
た
発
表
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
積
極
的
に
猪
苗
代
湖
の
水
環
境
保

全
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

基
調
講
演
は
、

郡
山
女
子
大
学

家
政
学
部
食
物

栄
養
学
科
・
影

山
志
保
准
教
授

を
お
迎
え
し
、

「
猪
苗
代
湖
の
水

と
私
た
ち
の
生
活
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。〝
水
に

つ
い
て
考
え
る
〟
を
テ
ー

マ
に
、
私
た
ち
が
生
き
る

た
め
の
水
、
限
り
あ
る

水
を
き
れ
い
に
保
ち
、

大
切
に
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
命
を
守
る
こ
と
に
な

る
、
水
源
で
あ
る
猪
苗

代
湖
の
水
環
境
を
大
切

に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
き
ら
め
く

 

猪
苗
代
湖
ク
リ
ー
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９

ｖ
ｏ
ｌ
・
３ 

1023

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

猪
苗
代
湖
子
ど
も
交
流
会
２
０
１
９

1122
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太
宰
府
天
満
宮
、北
野
天
満
宮
と
並
ぶ
日
本
三
大
天

満
宮
の
ひ
と
つ「
小
平
潟
天
満
宮
」は
、猪
苗
代
湖
の
北

岸
、天
神
浜
の
松
林
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。学

問
の
神
様「
菅す

が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
」を
祀
る
こ
と
か
ら
、受
験
の
神
様

と
し
て
毎
年
多
く
の
受
験
生
が
訪
れ
ま
す
。ま
た
、室
町

時
代
末
期
に
連
歌
の
宗
匠
と
し
て
足
跡
を
残
し
、現
在
の

和
歌
の
基
礎
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
る「
猪
苗
代
兼け

ん

載さ
い

」は
、

小
平
潟
天
満
宮
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
生
ま
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
社
殿
は
、天
歴
２
年（
９
４
８
年
）に
建
て
ら
れ

た
も
の
を
、天
和
２
年（
１
６
８
２
年
）に
会
津
藩
二
代
藩

主・保
科
正
経
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
流

な
が
れ
づ
く
り
造
」と
い
う
建
築
形
式
で
、小
規
模
な
が
ら
浮
彫
り
、

透
彫
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

※「
初
天
神
」
１
月
24
日
・
25
日　

 

「
祈
祥
祭
」
２
月
24
日
・
25
日

　
「
例
大
祭
」
７
月
24
日
・
25
日　

　

安
達
太
良
山
か
ら
押
し
流
さ
れ
た
溶
岩
が
断
崖
を
作

り
、硫
黄
鉱
山
の
跡
地
か
ら
湧
き
出
た
温
泉
水
が
一
筋
の

湯
と
な
って
流
れ
落
ち
て
い
る
滝
が「
白
糸
の
滝
」で
す
。滝

の
近
く
ま
で
は
い
け
ま
せ
ん
が
、沼
尻
ス
キ
ー
場
の
最
上

部
、安
達
太
良
登
山
口
か
ら
徒
歩
５
分
で
、滝
を
一
望
で

き
る
展
望
台
に
達
し
ま
す
。特
に
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
、断
崖

の
そ
ば
に
立
つ
木
々
が
赤
、黄
、緑
の
彩
を
添
え
、中
央
の

白
い
滝
は
見
事
な
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
、訪
れ
た
人
々
を

楽
し
ま
せ
ま
す
。

❖ 

小
平
潟
天
満
宮
（
猪
苗
代
町
）

❖ 

白
糸
の
滝
（
猪
苗
代
町
）

協
議
会
会
員
・
猪
苗
代

観
光
協
会
オ
ス
ス
メ
の 

小こ

平び
ら

潟が
た

天
満
宮
・
白し

ら

糸い
と

の
滝お問い合わせ先 : 猪苗代観光協会

▶ TEL	0242-62-2048
　 FAX	0242-62-2939

猪苗代湖

磐越西線
小平潟天満宮

白糸の滝

磐越自動車道

115

459
安達太良山

磐梯山

小平潟天満宮白糸の滝

おすすめ

湖
美
来
基
金
に
対
し
て

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

石崎商事㈱ 様 （神奈川県川崎市）

イオンスーパーセンター㈱ 様 （岩手県盛岡市）

イオンリテール㈱ 様　 （千葉県千葉市）

サントリー酒類㈱ 様　 （宮城県仙台市）

中村　玄正 様　 （福島県郡山市）
（50 音順）

寄
付
御
礼

※一万円以上の寄付について掲載させていただきました。他にも多く
の方々から御寄付をいただきましたことに厚く御礼申し上げます。

年 会 費：	2,000円（個人）　10,000円（法人）
会員特典：	各種イベントのご案内、流域特産品の抽選プレゼント

ご入会希望の方は、ゆうちょ銀行または郵便局の窓口で会費をお
振り込みください。

▶口座：02250 -1- 98147
▶名義：猪苗代湖・裏磐梯湖沼水環境保全対策推進協議会
 詳しくは、事務局までお気軽にお問い合わせください。
　県庁水・大気環境課　TEL 024-521-7258

湖美来クラブ会員大募集！！
会員
募集中

３月～５月入会者限定

湖美来
卓上カレンダーを
プレゼント

湖美来通信 NO.32


